



Dietary Survey and Nutrition Education (Part 1)
A Trial of Nutrition Education for Senior High School 
Gir1s Using Their Dietary Survey Records


































































高校ユ年生 高校2年生 高校3年生 計
対　　　象　　　者　　　数　　　（人） 18 6 】2』 36
農　　　　　　　業（％） 6ユ．1 83．3 58．3 63．9
保護者の職業 漁　　　　　　　業（％） 16．7 0 25．0 16．7
そ　　　の　　　他（劣） 222 ユ6．7 16．7 19．4
多　世代家族の比率』　　て％） ’83、3一 83．3 1・75．0 80．6
身　　　　　　　長（㎝） 154，4：ヒ5．r1562士閣6．4156．7｝±5．2 ユ55．6±5，3
体　　　　　位 体　　　　　1、重（角9） 50．0±4，853．6±8．6153．9』：ヒ5．6 5L9±5．8
虫　　　歯　　　な　　　し　　（％） 1ユ．ユ q． 0 5．5
不安因子　　　　0個（弼） 333 16．7 25．O 27．8
〃　　　1～2個（％） 445 66．6 5〔LO 50．o
健　康　状　態
@　　　　一
3～4個（％） 1ユ．1 16．7 16．7 13．9
5個（％） 1ユユ o 8．3 8．3
ほ　と　ん　どな　い（％） 31．6 116．7 58．3 38．9
好　き　嫌　い 少　　し　　あ　．る（％） 52β 50．0 33．3
??、??
た　く　さ　んあ　る（％） 1　15B 33．3 〒8．3． ユ6．7
母　　　　　　親（％） 66．7 ユ6．7 58．3 55．6　　　　LH事を作る人 自、　　　　　分（％） 　　　一rQ7．8 1　66．7 8．3　、 27B
そ　　　の　　　他（％） 5．5 16．7 33．4 16．6
子　どもの一，嗜、好（％） o 0 0一 、o
経済的な　こ　と（％） 5．5 16．7 25．0 13．9




手間のかからないこと（％） o 16．7 16．7 巳3
そ　　　の　　　他（％） 　　16．71　　　∫　　■ 5〔LO 16．7 25．0
毎　，　　　　日（％）　　　　　　b 77．8 　　Lﾀa3 75．σ 77．8
週　に　4　～　5　回（％） 5．6 16．7　　1 16！ア’ 11．1家族そろっての夕
Hの回数






規　　　　則　　　』的（％）　　一　　　　　　「 100．0 ’o 1年6，7 72．2、
朝食の摂り方 不、　　　　　規　　一　　一　貝【」（％） 0 10αO 33β ’27．8
弁当をもってくる（％） 722 100．o 66．7 77．8’昼食の内容 パンと飲み物である（％） ’　27．8 o 33．3 22．3
間食の回数 1　日　1　回　位（殆） 66．7 66．7 66．7 q6，7






















































































摂取不足 摂取不足傾向 適量摂取 多紐摂取傾向 多激摂取
50i弩以下 51～74％75－一90％9玉～1ユ0弼1工1～ユ50％15工～200％一201％以上
中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 申学期 高校期
米類 13．9國 國 36ユ ユ94 1L1 5．6 1L1 0 0 0 0 o 0
小麦類 i3、9國 囮 25．O 1LI 2．8囮 13．9 16．7 13．9 5．6 11ユ 8．3 0
いも類 0 圓 2．8 16．7 2B 5．5 工9．4 5．5 團 5．5 222 5．5 33β 5．5
砂糖類 囮 圃 222 ＆3 ユ1．1 5．5 0 2．8 ＆3 83 0 臥5 2．8 2．8
菓子類 團 22．2 2．8 2．8 0 2．8 2．8 5．5 ユL1 11．1 19．4 1豆4 25．O圃
油脂類 27B國 圃 16．7 16．7 庶‘ 1L1 5．5 5．6 5．5 o 0 2β o
豆　類 o 團 13．9 U．1 13．9 5．5 13．9 11．1 19．4 ユ3，9 13β 16．7圓 2．8緑黄色
?@菜國 囮 19．4 1塾9 ま3．9 56 1工．1 0 16．7 28 与・6 o 2β o
その也
ﾌ野菜 ＆3 27．8 1乱71團 圏 h12a213．9 11．1 5．6 132 2．8 0 o
果実類 團 團 13．9 25．0 2B 2．8 5．6 5．6 167 a8 8．3 2．8 5β o
海草類 國 圖 ユ1．1 13．9 0 0 8．3 1a9 ＆3 2B o 2β 25．0 巳3
魚介類 國 團 囮 25．0 ユL1 2B 13．9 11」 19．せ 工3．9 2B 8．3 a3 a8
肉　類 國 國 圃 19．4國 83 11．1 8ε 1L122．2 139 5．6 5．6 ユL1
卵類 13．9國 1L113．9 22211．ユ 1L！ ユ94團 19．4 83 5．6 o 8．3
乳　類 2B團 2．8 a6 13P 83 5．6 a8國 16．7 22211．1 a8 13．9
表3．対象女子生徒の中学期と高校期における栄養所要量に対する栄養素等摂取状況の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
摂取不足 摂取不足傾向 適量摂取 多量摂取傾向 多量摂取
5e％以下 51～74％75～90％91～110％1U～15G餌151～200男201粥以上
中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 申学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期
エネル
Mー o 56 ＆3 團 19．ユ 3a33a31ag圃 a3 a8 o o o総タン




底6 2B國 a3 11．1 36ユ 22．2國 國 5．6 56 5．6 5β
脂質 o 5．6 2B囮 19．4 22．2 19．4 25．0團 8．3 13．9 5β ε6 0カルシ
Eム 0 222 2β 囮 巳3 19．4 16．7 1Lユ國 16．7 13．9 o o 0
鉄 o 16コ a8國 22222230．6 5．6 團 2£ 5．6 2．8 0 0
ビタミン@A o 囮 ・5．6 25．0 丘6 11．1 22．2 139囮 a8 11．1 o 8β 0
ビタミン@B1o 玉6，7 2a2一團 國 3α6 25．0 5．6 194 5．6 8．3 2B o o
ビタミン
@魏 a 王9．4 13．9國 25ρ 83團 王9．4 工9」 5£ 8．3 o o o
























































































































































2 3食とも，鍵撰紅を十分とった食亦だった 22．9 20．3 n．5．
3 刺食が軽すぎたり，タ食が重すぎたり，問食に偏ったりしなかった一一 11．4 3．8 n．呂．
4 3食とも，魚，肉，卵，大豆を主材料にした主菓料理があうた 5．7 a呂 n．呂，
5 3食とも，魚，肉，卵，大豆を主材料にした主葉料理があった 28．6 7．6 P〈o．05
? 3食とも，3種類以上の料理のある食事であった 57．1 3L6 P＜α05
????????
7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一R食とも、主食・主葉・副菜のそろった食事だった 5窪，3 8．9 PI＜0．05
8 a食とも，煮た野菜料理があった 1乳1 10．1 n暑8甲
9 3血とも，日本料理のある食事であった
154．3 44．3 n．5．
董G 言食とも，食塩や砂塘などのとりすぎにならないよう注意した 20．o ユ7．7 n暑3．
11 3食とも，既製品等に頼らず，手作り料理のある食事だった 42．9 20．3 n．5．
詑 2食以上，季節の材料を生かした食事であった 25．7 152 n．5．
?????????????????????????????????
192食以上，身近にとれる材料を生かした食癖であった 66．窃 41．8 P＜α05
?????
ユ弓 3食とも，食品添加物や農栗などに注意した食事であった 54．3 13．9 P＜軌05
15食費の使い方に無験はなかった 37」 50．6 n・5，
16賃物，調理，後片付けな呂時闘や労力に無理や無験はなかった 74．3 7〔L9 n・5・
17労働や運動や体澁と食事がうまくバランスのとれた一日であった 143 0 P＜O．05























朝　　食 4．4十L昼　一 呂．5→－L6　一 P＜o．05　　　　　　　　　　　　一@ 　　　　　　1¥ 　　　 　　　 　　　 　　一
昼　　食 45土L23潮土1．2 P＜o，05
夕　　食 4．2十Lユ　ー 4．1十L3　　 n．E，
　　　　一一一一一鼈
一
荘：垂1諏怨4tt　ti－一携定董重4｝聾；主r獲定
f・妤
食生活実態調査と栄養指導（第1報）
4．まとめの考察
　今回，試みた栄養指導の方法は，対象自身の秤量記
録による自己の栄聲調査結果に基づき，中学期と対比
して高校期の実態を十分認識させた上で，講話と実演
の指導形式も併用して，各自が自らの食事の改善策を
見出すことが出来るよう配慮したものである。指導直
後の対象女子生徒の反応は，食意識啓発を促す上で本
法の有用性を窺わせるものであった。
　ここで啓発された食意識の実践，習慣化の状況を観
察するために，指導後約50日を経て実施した効果判定
では，料理の組み合わせ，食材料の調達t食事とくら
しとのっながり，六っの基礎食品によるバランス食へ
の配霞等に反映されていることを推測させる結果が得
られた。しかしながら，習慣化の判定は現段階では困
難を伴い，今後より適切な方法の展開によりその可能
性を見出したい。
　食生活には多様な要因が関与しており，とくに，若
年層の食行動には家庭や学校などの生活環境，情報，
市場などの周辺の社会環境も相互に影響している5）6）
ので，本法の評価も相対的な見方をしなければならな
いが，動機づけを目的とする場合に限るならば，本指
導対象にとって本法の試みは良策であったといえよう。
　思春期以降に意識的に食事摂取を制禦しようとする
行動は，この時期のみの栄養素摂取の偏りにとどまら
ず，次のライフステージの健康へ影響して行くであろ
うことが推測されている11）ので，指導対象の琴線にふ
れる指導方法の工夫と，さらにその習慣化に連繋する
継続指導への努力が一層重要となろう。
　　　　　　　　　要　　　約
　新潟県内一農漁村における，成長期女子生徒36名の
栄養調査成績は，中学期においては良好であったが，
高校期に至ると低位となるため，その原因を探索し，
栄養調査結果の懇切な還付による栄養指導を試みた。
　1）高校期の栄養調査成績が中学期に比し低位とな
　　る理由にっいては，学校給食がないため（39．2％），
　　好き嫌いのため（17．6％），調査が面倒で簡単な食
　　事にしたため（15．8％），節食のため（11．8％），食
　　欲がないため（9．8％）等の解答が得られたe
　2）栄養調査結果の懇切な還付による栄養指導を通
　　して，調査への協力の利点を認めた者が68．9　％，
　　現在の食事の変容を望む者が83．3彫みられ，各自
　　が具体的に改善策を記述した。
　3）栄養指導実施後の効集判定では，足立による
　　「食事の健全さの点検」の20項目中8項目と総合
　　診断得点，「六つの基礎食品の朝・昼食における
　　充足得点」において，対照群との間に有意差が認
　　められた。
　以上の成績より，高校期女子生徒に対する栄養指導
の一試案として，対象者自身が自己の食事を調査し，
その実態を当人に十分認識させた上で，食意識改善へ
と導くことは良策であろうと思われるe
　本論文の要旨は第38回日本栄養。食糧学会（於京都
市）において発表した。
　稿を終えるにあたり，本研究の機会をお与え下さい
ました新潟大学医学部公衆衛生学教室前教授須永寛先
生，調査研究にご協力いただきました佐渡郡赤泊村役
場，とくに保健婦中川i寿枝氏，県立羽茂高等学校教諭
本間文子氏および同校赤泊分校教諭山崎範子氏，さら
に調査対象の皆様に深謝申し上げます。
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